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線
か
ら
の
水
平
距
離
入
す
る
だ
は
、
ぜ
な
}
別
用
く
だ
さ
い
砂

φ
術
総
を
鐙
約
し
て
い
る
こ
と
。

2
メ
!
?
"
沖
約
制
燃
が
、
そ
的
道
路
と
の
甲
車
開
伶
余
儀
公
雌
的
問
問
資
を
受
け
、
曹
v
繍
跡
鞘
醐
側
・
制
剤
酬
間
総
お
金
叫
脳
会
擦
と

止
境
界
線
F

霊
祭
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
議
後
謀
総
ず
る
余
幾
機
関
聞
か
禁
止
令
融
機
務
寄
付
利
格
的
品
君
主

(

断

出

Z

)

ら

滋

資

を

受

け

て

郁

判

然

、

滋

畿

お

よ

が

以

内

(

大

型

家

畿

は

2
%以
内
)
に
つ

窃
後
退
し
た
部
分
的
数
柏
崎
〈
間
関
狂
的
ザ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
奇
跡
購
入
し
た
も
的
に
い
て
、
滋
忠
良
を
受
け
た
時
か
ら
5
年
間

斜
線
部
分
〉
的
所
有
権
は
制
制
緩
寺
れ
ま
対
し
て
交
付
し
ま
す
@
利
子
晴
樹
絵
を
行
い
ま
す
ロ
V
申
込
期
間
時
間
後

金
制
問
機
閉
向
か
ら
滋
中
試

を
受
け
た
箆
の
笠
白

か
ら
ね
崎
繁
し
て
6
か

月
以
内
{
申
込
問
問
執

は
各
金
険
機
関
に
あ

り
ま
す
}

四

v
問
い
合
わ
せ

綾
築
指
導
課

火
災
が
発
生
し
た
が
、
消
務
官
ヰ
が
入
れ
な
い
6

滋
腕
で
ブ
ロ
ッ
ク
擦
が
州
問
織

し
人
間
が
下
敷
き
に
。
淡
い
遊
山
崎
は
務
主
非
常
に
散
蹴
械
で
す
ね
時
世
築
基
準
法

で
は
、
生
命
や
対
拠
地
袋
内
サ
る
開
凡
地
か
ら
道
路
は

4
メ
i
ト
ん
以
上
と
公
的
、

4

メ
ー
ト
ル
釆
瀦
の
滋
織
に
榔
惜
し
て
い
る
場
合
は
、
次
的
よ
う
な
織
機
告
と
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
Q

皆
さ
ん
の
ご
油
断
力
を
お
綴
い
し
ま
す
e

争

争

長
L

{震建 I) 

之

{敦賀主〉
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捷
返
却
時

あ

後

滋

鱗

組
側
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
抑
制
期
間
開
中
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
a

。
申
告
で
き
る
人
向
日
分
的
土
地
に
紋

織
を
齢
制
緩
し
た
人
(
築
家
も
含
む
つ

焚
織
に
仲
協
議
が
緩
銭
苔
れ
た
土
地
所
者

ゴ

路

孝

氏

援

を

撃

し

た

ぢ

で

、

年

末

翻

盤

等

親

明

会

す
で
に
課
税
謀
内
家
綴
働
側
骨
統
的
絡
す
し
品
開
税
務
所
で
は
‘
綴
糸
後
駁
納
税
務
者

て
い
る
方
は
申
告
的
必
饗
M
M
品
約
ワ
ま
せ
の
期
間
事
ん
を
対
象
に
総
与
決
欄
門
的
年
来

ん
ω

繍
殺
に
隠
す
る
事
務
手
絞
、
法
定
繍
綴

内
宮
申
僚
制
帰
糊
開
削
唱
線
開
年
収
月
日
日
か
抑
制
時
総
を
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次

ら
域
紛
ぬ
年
1
m
n
h
H
日
ま
で
、
課
税
議
め
と
お

η行
い
ま
す
。
な
お
、
き
沼
会

及
び
議
支
綴
〈
織
内
柑
紛
M
H
申
皆
蜘
宮
町
田
島
壌
に
お
い
て
部
品
胤
総
般
に
佼
mmす
る
南
町

事
の
み
)
で
申
袋
綴
絞
め
飢
布
、
受
付
紙
及
び
由
率
的
機
嫌
飾
別
総
事
務
に
使
関
唱

を
叫
引
っ
て
い
ま
す
h

す
る
用
紙
も
交
付
普
れ
ま
す
の
で
、
滋

な
お
住
宅
用
地
と
は
、
人
的
緩
放
の
線
数
慾
義
務
者
(
綴
人
的
職
持
品
目
場
校
税

制
剤
に
供
す
る
塞
産
再
建
っ
て
い
る
ゃ
ん
拙
助
金
徐
〈
〉
め
品
目
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
山
向
山
崎

明
、
そ
の
徐
滋
時
内
務
鱗
の
訪
日
市
ま
で
的
住
く
だ
杏
勺

指
数
地
で
す
河
内
ア
パ

i
F
・
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ン
シ
甲
掛
制
時
双
バ
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白
(
金
)
午
後
1
時
油
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ン

等

も

含

む

}

分

か

ら

V
問
い
合
わ
せ
議
終
綴

V
場
一
前
中
央
公
民
総
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除

草

乃

努

蕗

欝

公

選

に

準

ず

る

は

い

と

な

り

ま

す
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F
1
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だ
し
ち
袋
路
の
悉
遂
に
つ
い
て
は
.

M
刊

ゑ
滋
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減
額
補
正
波
抑
制
利
用
問
状
況
に
応
ヒ
次
衰
の
と
お
り

を

行

い

ま

す

…

総

統

を

し

ま

一

す
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務
総
市
中
は
級
世
間
で
公
遂
に
準
七
、
最

私
援
の
減
級
制
削
況
を
紛
紛
mm
年
出
訟
に
抵
は
線
描
阻
柏
崎
波
紋
線
総
合
割
分
主
し
ま
す
。

実
施
し
ま
し
た
が
、
桜
縦
約
年
放
に
お
利
用
戸
数
は
墾
絡
む
そ
的
以
滋
を
利
用

い
て
も
霊
し
ま
す
。
私
警
品
川
絞
殺
し
て
い
る
戸
数
で
、
そ
の
ふ
み
滅
的
所
有

は
、
止
の
ど
お
り
中
市
役
続
細
部
税
端
部
本
地
数
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
骨
wmま
匹
、
曲
。
し
お
て
〈
だ
き
い
切
な
お
、
こ
の
補
正
を
受
け
る
人
は
、

V
爽
議
時
制
問
即
時
給
油
年
度
課
税
分
か
中
A
H
緩
め
は
か
に
次
的
世
官
級
丹
、
ヲ
ち
い

ち

ず

れ

か

者

機

的

し

て

く

だ

さ

い

a

申
告

V
串
止
鵬
首
骨
骨
緩
衝
締
切
悶
級
相
関
年
内
μ

警
は
市
役
所
網
棚
総
終
日
い
あ
り
ま
す
思

何
日
部
自
ま
で
(
悶
年

l
n
s自
N
M
M
仰
の
中
小
位
置
指
定
等
公
的
関
肘
婚
し
、
山
脚
本

4
1
H
円
分
は
、
印
年
1
丹、

auか
ら
線
総
測
情
向
凶
(
部
殺
の
わ
か
ゐ
も
の
〉

に

な

り

ま

す

。

)

総

後

続

的

沌

地

等

世v
軸
岡
山
剛
級
判
明
に
刷
軌
道
主
し
て
利
潤
し
*
す
で
に
私
選
的
情
樹
立
を
受
け
て
い

て
い
る
ゴ
ぬ
を
渋
谷
す
る
も
の
(
共
有
る
方
で
、
料
開
問
問
数
が
増
え
た
こ
と
に

者

も

含

む

)

よ

り

総

殺

事

が

後

わ

る

場

合

件

、

課

税

曹
私
滋
の
鯵
蕊
寧
淡
公
織
か
ら
公
道
課
土
地
鶏
査
係
ま
で
泌
総
し
て
く
だ
事

に
返
り
捻
け
で
き
る
淑
滋
に
つ
い
て
は

年
末
調
整
と
青
色
中
告

の
説
明
舎
を
行
い
ま
す

私選位、減額補正e;

住宅用地の中告を

韓
問
品
出
向
，
ι
臨
闘
淡
算
審
の

作
成
物
帯
制
蹴
開
明
会

ま
た
、
期
間
人
的
務
総
中
俊
樹
に
対
す

る
令
色
串
土
日
決
算
磁
の
作
成
お
よ
び
凋
略

的
批
常
国
枠
組
慌
の
年
末
務
態
的
説
明
会
を
つ

撃
の
m
u
総
mLP打
い
ま
す
。

挙
初
ず
る
カ
は
す
で
に
副
比
率
し
て
い

る
『
階
粉
開
部
分
潟
札
口
申
管
法
支
議
}

用
紙
と
「
年
京
滋
淡
い
総
M
閉
め
際
紙
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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縮
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潮
間
工
会
館

ぜ
問
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問
時
制
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開
年
に
家
閥
単
(
専
用
住
宅
ま
た

は
併
問
m
紋
織
℃
紛
然
抑
制
問
分
が
4
分
的

Z
以
上
)
を
新
制
哨
柑
慨
さ
れ
た
ふ
H
H
H
‘
土

地
的
課
税
が
役
懇
幽
期
総
と
泌
総
普
れ
軽
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ぢ

日
E
(
豆
、
幻
門
口
「
本
)
③
著
し
い
詫
菱
重
百
が
あ
る
。
④
心
臓

3

2

u

'

t

i

t

-

s

d

3

3

i

2

1

1

1

3

1

1

wv
受
付
時
間
該
当
す
る
乳
児
(
昭
和
血
管
早
川
、
腎
獄
、
野
践
に
疾
患
が
あ
る
。
ま
た
寒
〈
な
り
、
震
務
再
発
見
さ
れ
て
品
ま
し
た
。
?
の
4
体中山い
1
絞
め
は
や
り
W
T
℃
あ
る
峨
が
い
つ
蕊
小
、
も
付
税
事
ま
す
硲
こ
ん
な
治
療
を
佼
け
允
ガ
が
よ
い
で
し
ょ
う
a

mm
年
8
m
丹
生
ま
れ
)
は
午
納
9
時
か
ら

V
注
意
指
定
し
た
実
組
四
日
は
、
接
躍
り
ま
し
た
。
再
開
怨
つ
ま
り
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
な
の
も
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
終
烈
燃
幼
虫
時
、
総
翁
い
い
か
か
る
と
同
総
に
プ
ヅ
ブ
ニ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
綴
く
な
り
、
同

9
時
却
分
ま
℃
中
部
ち
ゃ
ん
体
操
走
行
い
事
故
者
情
抑
止
す
る
允
め
の
も
の
で
す
の
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
上
気
丹
、
構
造
が
あ
ま
り
に
単
純
す
ぎ
て
、
が
容
や
し
て
い
草
究
炎
は
、
こ
の
ザ
ヴ
時
が
し
ま
す
い
と
い
わ
れ
、
勝
約
一
災
後
災
も
絞
胤
糊
し
て
く
る
た
め
、
ゥ
ィ
山

ま
す
@
ニ
の
ほ
か
の
乳
幼
%
は
午
前
例
9
で
必
ず
守
っ
て
〈
だ
苦
い
。
ま
た
、
般
の
ど
)
な
ど
に
炎
症
を
起
制
裁
町
よ
う
に
抗
生
物
質
は
品
開
か
な
い
イ
コ
ブ
ラ
ズ
?
と
い
う
病
原
体
、
本
単
線
雰
支
を
と
る
と
、
独
約
め
影
を
ぷ
し
ん
ス
に
と
っ
て
は
教
も
好
材
則
合
な
ヂ
山

時
初
分
か
ら
日
時
ま
で
編
曲
前
後
初
分
く
ら
い
は
飲
食
全
線
け
て
出
向
吾
、
い
い
ま
す
か
ニ
の
ウ
の
で
す
。
(
も
う
と
も
、
最
近
イ
ン
タ
拡
総
務
に
近
い
も
の
な
の
で
す
が
、
細
ま
す
。
澄
切
を
治
療
に
よ
り
、
大
部
分
節
と
な
り
ま
す
"
そ
の
予
防
め
だ
め
山

V
持

絡

す

る

も
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鈴

子

総

務

苧

総

と

〈

だ

さ

い

@

〈

玄

乞

と

い

う

の
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J
ラ
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£
ロ
ン
と
い
う
物
質
に
抜
ウ
イ
ル
臨
時
援
を
官
官
し
な
い
た
め
、
滋
常
的
抗
生
は
3
3
2滋
間
間
以
内
に
治
り
ま
す
が
、
に
は
、
日
頃
か
り
身
体
的
抵
日
抗
力
を
山

パ
ス
タ
え
ん
1
枚
。
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制
械
に
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批
判
絞
殺
曹
帥
制
時
刊
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u
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火
ぺ

H

申
少
と
い
ろ
4

慾
雑
で
あ
り
‘
ス
効
採
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
製
品
化
が
特
資
は
無
効
で
、
?
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
宇
治
家
が
充
分
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
つ
け
て
お
〈
ニ
L
L

が
大
切

1
子
ど
も
叩

況
を
よ
〈
刷
脱
獄
し
て
削
除
入
し
ま
し
ょ
、
司
令
8
器
一
本
て

9
U
M
〈
食
〉
、
問
日
{
向
け
〉
、
緩
ま
で
は
ぶ
く
一
絞
療
機
滋
め
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
i
)
‘
宰
い
、
テ
b
ラ
サ
イ
タ
リ
ン
系
と
呼
ば
れ
る
一
咳
だ
け
が
長
〈
残
っ
た
り
す
る
こ
と
も
は
風
の
子
し
と
い
う
返
り
、
冷
た
い
叫

料
品
乳
児
憾
訟
は
母
子
緩
敬
子
絞
め
泌
総
ね
詰
〈
火
て
お
門
口
〈
本
〉
、
同
日
〈
余
〉
の
を
き
し
て
い
ま
し
た
。
し
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と
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日
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1
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つ
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て
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軸
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め
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こ
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手
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し
た
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輔
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膳
盟
闇
溺
鵬
閤
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月
四
日
(
金
)
午
後
1
時
訪
山
ス
u

と
名
付
け
ま
し
た
e

そ
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
伸
明
気
は
、
比
較
品
判
断
祖
務
的
抗
生
物
質
に
の
み
紙
熔
し
ま
す
。
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ま

す
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懇

談

脅

か

ら

2

時

却

分

ま

で

一

定

め
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堤

妻
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過
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然

H

返
っ
て
い
く
も
の
が
そ
の
た
め
、
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向
審
議
雲
治
一
撃
に
い
え
ば
ふ
議
決
般
の
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な
い
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で
す
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議
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輯
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皇
室
農
耕
一
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一
孝
一
ふ
く
警
な
ど
も
す
べ
て
こ
の
ウ
イ
ほ
と
ん
ど
な
の
で
治
療
薬
は
あ
ま
り
警
z
受
け
て
い
て
も
、
な
か
な
か
警
護
で
す
が
、
ま
れ
に
雲
益
要
、
抗
力
い
が
一
撃
の
襲
撃
あ
き
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縦
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正義a君主十字警警告護諮問主計f史的手、
決めとおり務総しま旬。

!誌tf役、手紙、俳句主主己さを万三重

mま℃塞いています。芸護老持って
みだい人、襲警告まのある入、特iこ発

姓会重量霊主総します。

Hヨ隠 121'ヨ14BC水〉午詰u10S寺
惨事農務 荷主幾重富

1>鱒い合わ校新井惜84-7829

惨事事集人終袋耳主 的手公11 ド0)盃:ml誌、 121'ヨ158
2砂鯵幾年獄 3若手く金獲得~) め新箆iこ折り込みでお実家経三へi2ln

1>受義菱重華経 慾i絞卒業法事選手君主 e ¥tさし涼ミずのせご和j鳴ください0

5響込みの人 主主ヨヨ、託子告されない場合i謀、紛

争霊童書量受付 護霊草あきま手1月密議 民認主義oaうより妥当主主所、行革主連絡
室長で ifrlこも用脅していますω

B炉問日パ合わt主総E日赤十家警警護専 r士 一一 ーー ー‘

手警察綬宮司476ベ22-2311
竹跨1B華軍主主 $入。 100，270，人(+2，321人〉
くまき前年ttl 努 54，766人 女 54，50ヰ人

君主t宝繕獄 32，82役立務(+1，α務後事軒〉 均約より子ちiAlCりE司法言墨ご主、必至聖

護霊二土、土地家経綴蓋工務会のごb努

力!こより登記相談をのいます。

書検包跨 主語F寺実1i2'lZ際回全子高ij守08奇
かそう授とHfで

炉型器所 司5E完線級室

事惨殺技内聖書 童話呂、殺j警護、ilIi吉宗、

重苦公警察側重量類(J)修正史

炉飼い会わせ徹氏穏議室護

世82--484告

主毘主玉、市肉!と27チ ム総叩∞主主
立〉連軍手ガ霊童豪華されてい主主写。今王手

!草子E代後(J)IJトJ!'.ジャガズガ
察犬主義iと幾鋳し、障害葉大会!と協議

し務しと。務ラドームを銭高立し参加

者を若者符ちしていますa

響楽j幾も童書集してい主主写。

怒きな人霊堂非お器噴いしきす。

b問い合わ枝 子岩野琢主主島義少年務、

スポーツ少年凶警手放軍事的自日 中華苦

情⑧87-233幸容草7心208

糧難騒離通藤義i

em主主読本庁
曜静つ〈 し撃事3電所
縁湖北唾金支高青
@滋ヰヒ支耳語
@荷量藍支所
@教育豊島員会
電器水 道 長毒
殺議 防 署藍
働経会教育際
@市東綴老ちん:i'

唱静干軒祭会隊 84-3311
働日韓主主雲監事聾館 84-1110
曜喜市災関著書室書量調北脅分童書 87-3お5
@つつじ薮 88-0123
@書事務誕生議事務高時 85-1171
@中灸公民館 82一号515
@身体線事蓄電器綴経センター 88一0141
像室生活環境線t例主掲)87-2379 
{ゴミ)87-∞15(し綴)88-2547
嘩保銭センタ 87-1131

惨繁華裏資織 物語重力白'027宙空ぞまでの
努子〈鰐40人)

b受信 8ガらヨまで

...主主事費臼 飽き05寝苦手守符8Eヨ〈お〉

砂まま毒薬襲警持青 熊父子主霊童筆書農産範枝

争罪悪い合おt主 総笹察著書暗号471-

67告181君主だ{蓮宗主とお隊、 軍主夜長持へ

l王宮13管内率一i冬み ら t 議室!

砂綴悪事内容 事費F警主主霊長努tf1，2学

期ゅのまとめとして人ひとりの

砂嫁思 M旺昭和5喜年11'弓27肢を詰 フコを伸l<tすだめ生主主総事事、思議、

1.1630臼〈湾)8滋昭和5¥査手2釘17 襲撃豊交の書き記さらい殺害産管行いを奪売す。

8(重量〕から20B(8) 険対象廷内のJj¥学絞4、5，6年生

惨婆索 lμ形県議浅草議要員スキ ω 型建 俗学年20名、先着領〉

砂出発 言喜重量とも午後9容を予定 暴診察室主回線 12汚26B11ら308、

妙豊韓関 17三校総fIl尽5B6fヨの7B韓議
惨事事幾人民 主ヨ.TJI党綴40名 ...儀所遂事総数豊富('Þ~露〉

...対議 総I立章、'T!及率 ...霊警防 犯臼係官、華主将関奴治的

...r.喜重苦 言語惨害霊智也236-9時一号026 惨憎し主主ゐ 市役所、災獄、連総

少申し込み 罪事似合わせハヱゴギ 燃に$lみ警察tf問癒して&iり宗務の

1之容骨量草する授、住所、氏主主、年齢、 で記入のうえ宣言語議総ハガキ暗記昔話主主

審童話番雷攻綴乏し、総線三子絡絞殺 し、総量正まだ[説、重量緩く主主〉主主孫子

盟問自由
絞めとおり十李総を童書室長しをます。

惨伝記00寺署 悪霊繁華量重要あるいは8鍛

集活のi勾よこiこ役立つ後れ1;:.発臨時、

考案の際E号、ひな殺さまとiみ鈴本

で議選整ld:-e辺tf1.5冊以内、塁塁霊

70k語以下のちの。
...応募熊綴 察内在校Oj霊主人家主主

1ま恋人
b締め切り 12Tヨ24BC土〉
鈴鹿師会基話機号年2開 7B(会〉

11ら21巴〈火)(!主主主漆器3iBシ3'Y¥:::::'

ンヅセンタ…

炉支総 予言葉線 〈社〉発堅議総会…子

議後三zilll

診察織の滋密機 大分市大繁華草野

学中ノ迫4邸D

砂棄事緩濃華麗線 5墓
妙昌里霧車霊草島 土地滋民主著喜業

...重量主詰$¥; く謙3を主的建設穀戸、当主主主
間発寒襲務主事宮097か38-1530

険紛自信怒覇軍 121'守318

重義4主主主空真詩護費重量会i之むけて次の
綴署長練留していま守。

*ロジニζaワーグコナ一合隠時主主義

「繁人察署究J *ンユベ}vl'--r::ま
ずJ *シュン ri荒波ぬま主J娘

Wle，¥号室飲耳遣しますか

炉察署書8喜章 第1・3立:建毒自 書籍2.4
Eヨ世襲B午後6G寺30分から
傍題豊持耳 F自民会露立総

験室霊童電 Fヨ2は泊円

ゐ指導議内a元t初
砂罪事い主主わtさ や警警官84，7077

手器禁e85叩2053
湾委審議会体育課官滋-1151へ12fヨ
15日く~生童書EまI刀法、定義毒{之主より'!R.

主義締めoるJ さn士に

震F号線遂事業務・中央事実総辞書発

センターでは'!R.の語11様コースの受
言語ゆGJAみ奪f告げ惚けています。

修講習望号 機機主OJとツ…リンヅシ
ステム、ブレス打放さ}J[J主繋豪華言語

童妻、雲監灘i定法三襲撃動機の造車産菱銀j翻

とこ電設こζニドJレキー、ツ パイゐ);芳一

波法スーH-j¥イザ…、重量E巨大筑
波絵接持寄幾重重点草告書

...罪悪い合わせ・申し込み 'T9o:主主

能障君事~12ンヲー惜俄34-23-4622

.~定例会 1282日〈会〉午需を切符 ...童書事事会 事奇備はいすれも午首u10
から潟工会量密 持から午後49奇Eまででず。
@紛議員審議会 121'ヨ28B(泣く〉午臨5

10憶かそう

・モF務勉強会 長議選得擢Eヨ午後1
8書式?を'oi/室主tEiffiE完センタ…

。鍾爆を務総活動 121=寺15B(不〉

@童書寿劇務仕活童語 。同21BOJO 

...懸い会わt主 役余議後綴議議会
指84-'153告

"121'ヨ1B(予約28(金〉再認アド完言葉
憾のせん定

.12月ヨ(7JO冬の者選フ巨の手入れ

"12河刊のCEヨ)i主将賄容を空華室主主の
作りだ

"121'苦おおくEヨ〉灯ど総の然り方

修繍盟締関 午室主9事事から午後ヰ
総お分{伺産量包律義窓〉

惨入襲撃事毒・受E需料 採草寺

砂要事い合わt重 工F葉興a襲警本ゼン
ター宮色476-32-0237CI境問市天総

監華字滋磁器Q.--1l

[嬰繍業病なんでも翰鏡監
砂白書害 121'寺10日〈土〉午後19寺だ
そ，，4結語表℃く策車道〉
ー-t轟主野 千葉'T5捷コミュニティセ
ンター

歩問い合わt主干禁中央法律事務

総宮0472…23-4567

曾犠窃働《言

語年錦繍{錦繍)1...8&書 官湾23Eヨ〈重量〉午蓄量品事者か
ら

*記告書聖 苦手率低窓会域紛..話語密 ホ rフ…ガø~立法J より

コントラブンクト1緩くJ、S，パ
ッハ)*ソとコモン験勉〈ヘンデi[，)

キ主義務E重奏の去さぬの裕司事〈クリ
ーグ1*')I.):X，"，スキヤOJふ雪望

者室ほか

ーか入滋事~ 10∞fIl(余録白隠〉
砂OE書華 子どもZ三さ5に祭い音器楽を

皇霊;;:;臼ヨの会

惨際い会わt主 1111こ臨自2-6218
主詳漆自室2心約。

歩入調車券発表孫 娘l:jl資重纂喜怒浪花

らが滋ブ、、ノヴススズ帯様子完弁

護襲15員長ポヒプ…終十一議機応※石111

警善光裁燦Fち渓会室宮内ぬEちひろがり

博日扇橋頭嬬日

本屋調§ アvり'1ス、 夕焼に干高ミ子、

その俄

砂8号事 12丹II筏(6)午後1善寺30
分

争入場科 書華料

草寺Ellピッカ'}l'llによるぬいぐる

み人奪三島;

車lを毘たあとは、号主のおねえさ

んといっ Lょにクリスγスソング

世添うコーナーがあ号ます。

惨日産曹 は刃25日(臼)l@fj正午

主的日午後3鯵

砂入者島革連 800Pl (全自E崎将}
験主催 数字著者昏員会

沙潤い合わt空市総会館

き参入滋襲撃発売訴 事後平裏番fti楽 ~t

!日りらが淡ダイニト主主主菓子筏滋プ

@ビートルズ東京公重軽

@望書居住総量生反事t
*霊草畿 二ニコラス。 iノイ

本議室電 ジ工…ムスーデグーン

移Iこ主主湾総 ;之島幸罪毒殺分

験B碕 12Fi10日〈女子F二後2時

争擾孫 子百祭主量豊富ホーjレ

惨入襲益事者 無料く重量窪努配給〕

惨餓い合わ枝 市民程芸談室器

沙銭符 121:寺4日〈日〕勾躍さ9鋳11

Eう129幸〈関夫0)主襲ぎきれ図〉まで
惨F善努季語 軍手、く旗手、めよこぎ

つ等〈望書，TIJIa:主主お枯れ絞察捜 争命事母重量
脅しますミ毛主主主う人|品、どと 千幾三建一段脅す議議総会長33:主総裁

-}レ袋や ι、手袋、滋ぐっ等専 摂子分会僚と主的機祉のだめfごとお

診察百言語準高奇 務総公器量首長室主不 在宅ザーピス総司言ヂ一議重油の愛o毒事
砂罪奪い合わt立 方ミ;察官84-4705 桂ー!万 21QfIlの寄付tfaちりE置しだわ
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